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みる・かたる・つくる-

日
本
芸
術
院
の
所
蔵
作
品
を
展
観

特
別
展
「
近
代
日
本
美
術
の
巨
匠
展
」

現
在
、
当
館
で
は
、
五
月
十
八

日
ま
で
の
会
期
で
「
-
日
本
芸
術

院
所
蔵
作
品
に
よ
る
-
近
代
日
本

美
術
の
巨
匠
展
」
を
開
催
し
て
い

る
。
本
展
は
、
日
本
芸
術
院
の
協

力
に
よ
り
、
同
院
が
所
蔵
す
る
日

本
画
、
洋
画
、
工
芸
、
書
の
各
部

門
に
わ
た
る
巨
匠
た
ち
の
作
品
一

〇
八
点
を
一
堂
に
展
示
し
た
も
の

で
、
関
東
地
方
に
於
い
て
は
、
初

め
て
の
公
開
と
を
っ
た
。

こ
れ
ら
日
本
芸
術
院
所
蔵
の
作

品
は
、
日
本
芸
術
院
賞
受
営
作
品

を
主
に
、
ま
さ
に
近
代
日
本
美
術

の
歩
み
を
そ
の
時
々
に
代
表
し
て

き
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

作
品
の
充
実
は
言
う
に
及
ば
ず
、

こ
の
間
の
美
術
の
流
れ
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
う
え
で
も
、
恰
好

の
指
標
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で

き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
機
会
に
、
日

本
芸
術
院
に
つ
い
て
、
そ
の
設
置

の
事
情
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

は
意
義
あ
る
こ
と
と
考
え
る
。
特

に
そ
の
第
一
部
、
美
術
部
門
に
関

し
て
は
取
り
も
直
さ
ず
、
わ
が
国

の
い
わ
ゆ
る
「
官
展
」

の
歩
み
を

語
る
こ
と
で
も
あ
る
。
だ
か
ら
、

そ
れ
は
、
ま
た
、
本
展
の
す
な
わ

ち
日
本
芸
術
院
所
蔵
作
品
展
の
意

義
の
理
解
に
も
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。

日
本
芸
術
院
は
、
昭
和
十
二
年

そ
れ
ま
で
の
帝
国
美
術
院
を
改
組

し
て
、
美
術
の
ほ
か
に
、
文
芸
お

よ
び
音
楽
演
劇
な
ど
を
加
え
て
設

置
さ
れ
た
帝
国
芸
術
院
を
、
昭
和

二
十
二
年
に
改
称
し
た
も
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
こ
の
機
関
の
発
生

の
土
台
と
な
っ
た
も
の
は
美
術
部

門
で
あ
り
、
そ
の
由
来
を
遡
れ
ば
、

明
治
四
十
年
に
開
催
さ
れ
た
第
一

回
文
部
省
美
術
展
覧
会
(
文
展
)

に
至
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
、
『
日
本
芸
術
院
史
」
に

ょ
り
、
そ
の
経
緯
を
概
説
す
る
。

わ
が
国
の
美
術
は
、
明
治
維
新

以
来
、
一
時
荒
廃
の
状
態
に
あ
っ

た
が
、
そ
の
復
興
の
た
め
に
官
民

の
問
で
種
々
の
措
置
が
話
せ
ら
れ

て
い
た
。
明
治
二
十
三
年
に
は
帝

室
技
芸
貝
制
度
が
制
定
さ
れ
、
明

治
三
十
二
年
頃
に
は
、
黒
田
清
輝

と
松
岡
寿
が
文
部
当
局
と
歩
調
を

●

あ
わ
せ
て
美
術
院
の
よ
う
な
組
織

を
立
案
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま

た
同
三
十
三
年
に
は
、
明
治
美
術

会
の
評
議
員
会
が
「
美
術
の
保
護

奨
励
に
関
す
る
意
見
書
」
を
帝
国

議
会
に
提
出
し
て
い
る
。

し
か
し
、
文
部
省
が
直
接
美
術

の
振
興
に
乗
り
出
し
た
の
は
、
明

治
四
十
年
に
文
部
省
美
術
審
査
委

員
会
を
設
け
て
美
術
展
覧
会
(
い

ね
ゆ
る
文
展
)
を
開
始
し
て
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
原
動
力
と
在
っ
た

の
は
、
明
治
三
十
九
年
西
園
寺
内

閣
の
成
立
に
隠
し
、
そ
の
文
部
大

臣
に
就
任
し
た
牧
野
伸
顕
で
あ
っ

た
。
牧
野
は
、
そ
れ
ま
で
に
イ
タ

リ
ヤ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
公
使
を

つ
と
め
、
海
外
の
美
術
行
政
に
も

く
わ
し
く
、
わ
が
国
の
美
術
に
つ

い
て
も
深
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
。

当
時
、
美
術
界
に
は
大
小
の
団
体

が
続
々
と
結
成
さ
れ
て
各
々
展
覧

会
を
開
き
、
混
沌
た
る
状
態
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
、
牧
野
は
美
術
家

の
作
品
に
対
し
て
厳
正
を
批
判
を

加
え
、
作
家
の
反
省
と
奮
起
を
う

を
が
す
を
ど
の
目
的
で
、
美
術
奨

駒
の
た
め
の
行
政
機
関
を
設
け
る

こ
と
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

初
期
文
展
は
、
権
威
あ
る
審
査

の
も
と
に
総
合
的
な
展
覧
会
を
開

い
た
こ
と
で
、
当
時
の
代
表
的
な

作
家
を
集
め
、
ま
た
新
進
作
家
の

台
頭
を
う
を
が
し
た
。
そ
の
前
半

に
お
い
で
は
、
近
代
美
術
史
に
の

こ
る
数
々
の
傑
出
し
た
作
品
も
出

品
さ
れ
た
。
し
か
し
、
の
ち
に
は

新
傾
向
の
画
風
の
進
出
に
よ
っ
て
、

一
部
の
審
査
員
や
出
品
者
が
退
い

て
、
別
に
日
本
美
術
院
、
同
国
創

作
協
会
、
二
科
会
等
を
結
成
す
る

に
及
ん
で
、
そ
の
総
合
性
は
後
退

し
た
。
初
期
文
展
は
、
大
正
七
年

第
十
二
回
展
を
も
っ
て
終
わ
り
、

翌
八
年
九
月
六
日
に
は
勅
令
を
も

っ
て
、
帝
国
美
術
院
規
定
が
発
布

さ
れ
た
。
初
期
文
展
は
、
末
期
に

至
っ
て
審
査
員
の
任
命
や
授
賞
等

に
も
批
判
の
声
が
ね
こ
り
、
改
革

の
声
が
内
外
に
強
か
っ
た
。
こ
と

に
、
美
術
展
覧
会
だ
け
を
主
催
す

る
政
府
の
美
術
行
政
に
対
し
て
は
、

不
満
の
声
が
高
か
っ
た
。
そ
こ
で

展
覧
会
と
同
時
に
ほ
か
の
美
術
奨

励
策
を
行
を
う
機
関
と
し
て
帝
国

美
術
院
が
創
立
さ
れ
た
。
そ
の
際

よ
り
広
く
、
文
芸
、
芸
能
を
も
加

え
た
芸
術
院
の
構
想
が
提
案
さ
れ

た
が
、
こ
れ
は
時
期
尚
早
の
た
め
、

文
展
を
も
っ
て
出
発
し
た
美
術
部

門
だ
け
で
帝
国
美
術
院
が
創
立
さ

●
へ
、

れ
た
。

初
代
院
長
に
は
文
展
時
代
か
ら

の
審
査
員
で
あ
っ
た
森
林
太
郎
(

鴎
外
)
が
任
命
さ
れ
、
会
員
に
は

黒
田
清
輝
、
高
村
光
雲
等
十
三
名

が
任
命
さ
れ
た
。
会
員
定
数
は
十

五
名
以
内
と
定
め
ら
れ
た
。

帝
国
美
術
院
は
、
そ
の
事
業
の

一
つ
と
し
て
毎
年
十
月
か
ら
十
一

月
に
わ
た
り
東
京
で
、
そ
の
後
京

都
で
展
覧
会
(
い
わ
ゆ
る
帝
展
)

を
開
い
た
。

昭
和
六
、
七
年
頃
か
ら
わ
が
国

の
政
治
、
外
交
、
思
想
界
は
大
き

く
転
換
し
は
じ
め
て
い
た
。
そ
こ

で
美
術
界
で
も
、
昭
和
十
年
文
相

松
田
源
治
の
美
術
界
統
制
を
目
的

と
す
る
改
組
が
行
な
わ
れ
た
。
そ

の
結
果
六
月
一
日
に
は
勅
令
を
も

っ
て
、
帝
国
美
術
院
規
定
に
か
ね

る
帝
国
美
術
院
官
制
が
制
定
さ
れ

た
。改

組
帝
国
美
術
院
の
展
覧
会
は
、

従
来
の
帝
国
美
術
院
美
術
展
覧
会
・

の
名
称
を
帝
国
美
術
院
展
覧
会
と

改
め
、
ま
た
、
審
査
員
は
、
旧
帝

展
で
は
展
覧
会
ご
と
に
会
員
外
か

ら
も
任
命
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
の
を
改
め
て
、
会
員
だ
け
で

審
査
す
る
こ
と
に
し
た
。

然
る
に
、
こ
れ
ら
の
新
帝
展
の

制
度
に
対
し
て
美
術
家
の
間
で
大

き
な
不
満
を
よ
び
、
平
生
飢
三
郎

が
文
相
と
を
っ
て
再
改
組
を
試
み
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みる・かたる・つくる-

た
が
、
さ
ら
に
紛
糾
は
つ
づ
き
、

会
員
十
余
名
の
辞
表
提
出
な
ど
が

あ
っ
た
。
こ
の
間
、
昭
和
十
一
年

二
月
に
は
新
帝
国
美
術
院
が
第
一

回
の
展
覧
会
を
開
い
た
が
、
十
分

の
成
果
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
後

も
展
覧
会
の
機
構
に
関
し
て
異
論

が
あ
り
、
そ
の
た
め
、
昭
利
十
一

年
度
の
展
覧
会
は
帝
国
美
術
院
と

は
別
に
、
文
部
省
主
催
で
鑑
査
展

と
招
待
展
を
開
催
し
た
。

帝
国
芸
術
院
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
古
く
か
ら
考
え
ら
れ

て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
後
も

新
聞
、
雑
誌
等
の
論
説
で
論
ぜ
ら

れ
、
当
局
と
し
て
も
考
究
中
で
あ

っ
た
が
、
昭
和
十
二
年
に
至
っ
て

漸
く
実
を
結
び
、
六
月
二
十
三
日

勅
令
を
も
っ
て
帝
国
芸
術
院
官
制

が
公
布
さ
れ
、
二
年
に
ね
た
る
紛

擾
も
、
漸
く
収
拾
し
た
の
で
あ
っ

た
。帝

国
芸
術
院
は
、
昭
和
十
六
年

三
月
、
創
立
以
来
初
の
総
会
を
開

い
て
、
帝
国
芸
術
院
会
則
要
綱
、

帝
国
芸
術
院
授
賞
規
則
要
綱
、
同

会
貝
補
充
、
第
四
回
文
展
出
品
要

綱
を
決
定
し
た
。
新
し
い
会
則
に

よ
れ
ば
、
第
一
部
美
術
(
絵
画
、

彫
塑
、
工
芸
、
書
道
、
建
築
)
、

第
二
部
文
芸
、
第
三
部
音
楽
、
雅

楽
、
芸
能
を
置
き
、
各
部
の
定
員

を
第
一
割
五
十
名
、
第
二
部
二
十

名
、
第
三
割
十
名
と
す
る
こ
と
と

●

な
っ
た
。

ま
た
授
賞
規
則
と
し
て
、
帝
国

芸
術
院
授
賞
規
則
を
設
け
、
芸
術

院
会
員
以
外
の
卓
絶
し
た
芸
術
作

品
及
び
芸
術
の
進
歩
に
貢
献
す
る

顕
著
を
業
績
あ
り
と
認
め
る
者
に

帝
国
芸
術
院
賞
を
授
与
す
る
こ
と

を
決
め
た
。

帝
国
美
術
院
時
代
に
は
、
美
術

院
自
体
が
毎
年
展
覧
会
を
主
催
し

た
が
、
帝
国
芸
術
院
と
ち
っ
て
か

ら
は
、
展
覧
会
は
文
部
省
が
主
催

し
て
昭
和
十
九
年
に
及
ん
だ
。
し

か
し
、
こ
の
間
、
昭
和
十
五
年
に

は
文
展
の
か
わ
り
に
紀
元
二
千
六

百
年
奉
祝
美
術
展
覧
会
を
開
き
、

ま
た
昭
和
十
九
年
に
は
、
戦
時
特

別
美
術
展
覧
会
を
催
し
た
。

終
戦
間
も
な
く
、
す
な
わ
ち
昭

和
二
十
年
九
月
、
文
部
省
と
帝
国

芸
術
院
は
懇
談
会
を
開
き
、
翌
年

の
美
術
展
覧
会
開
催
を
定
め
た
。

そ
こ
で
、
同
二
十
一
年
三
月
に

は
、
第
一
回
日
本
美
術
展
覧
会
を

文
部
省
主
催
で
開
い
た
。
以
後
、

同
二
十
二
年
ま
で
、
三
回
展
覧
会

を
開
い
た
が
、
同
二
十
三
年
に
は
、

日
本
芸
術
院
主
催
と
し
て
第
四
回

日
本
美
術
展
覧
会
を
開
い
た
。
こ

の
時
か
ら
書
が
参
加
し
た
。

帝
国
芸
術
院
は
、
昭
和
二
十
二

年
十
二
月
四
日
の
政
令
第
二
百
五

十
四
号
を
も
っ
て
日
本
芸
術
院
と

改
称
し
た
。

昭
和
二
十
四
年
六
月
一
日
政
令

第
二
百
八
十
一
号
を
も
っ
て
日
本

芸
術
院
令
が
発
布
さ
れ
た
。
そ
の

目
的
と
し
て
、

第
一
条

日
本
芸
術
院
は
、
芸

術
上
の
功
績
顕
著
を
芸
術
家
を
優

遇
す
る
た
め
の
栄
誉
機
関
と
す
る
。

二

日
本
芸
術
院
は
、
芸
術
に

関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
し
、

芸
術
の
発
達
に
寄
与
す
る
活
動

を
行
な
い
、
及
び
芸
術
に
関
す

る
重
要
事
項
に
つ
い
て
文
部
大

臣
に
建
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
し
、
そ
の
組
織
に
つ
い
て
は
、

第
二
条

日
本
芸
術
院
は
、
院

長
一
人
及
び
会
員
百
人
以
内

で
組
織
す
る
。

二

日
本
芸
術
院
に
左
の
三
部

を
置
く
。

第
一
部

美
術

第
二
部

文
芸

第
三
割

音
楽
、
演
劇
、
舞

踊

と
定
め
た
。
を
お
、
会
員
の
定
員

は
、
同
三
十
五
年
十
一
月
の
総
会

で
百
二
十
名
に
増
員
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
三
年
日
本
芸
術
院
は

第
四
回
日
本
美
術
展
覧
会
を
主
催

し
た
が
、
同
年
十
二
月
第
一
部
会

貝
は
総
司
令
部
民
間
情
報
部
美
術

顧
問
プ
ラ
マ
ー
と
懇
談
し
た
結
果
、

プ
ラ
マ
ー
か
ら
の
日
展
の
民
主
化

に
対
す
る
意
見
を
容
れ
、
翌
二
十

四
年
七
月
、
美
術
展
覧
会
は
、
日

●
本
芸
術
院
と
、
会
員
有
志
に
よ
っ

て
組
織
さ
れ
る
日
本
美
術
展
境
会

運
営
会
と
の
共
催
に
よ
っ
て
開
催

す
る
こ
と
と
し
、
日
本
美
術
張
覧

会
運
営
会
規
則
を
つ
く
っ
た
。
こ

れ
は
、
こ
の
年
の
第
五
回
田
鹿
か

ら
実
施
さ
れ
、
昭
利
三
十
二
年
第

十
三
回
日
展
ま
で
つ
づ
い
た
が
、

以
後
は
、
社
団
法
人
日
展
が
専
ら

展
覧
会
を
運
営
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
の
結
果
、
同
三
十
三
年
以

後
は
日
本
芸
術
院
は
展
覧
会
に
関

係
が
な
く
な
り
、
純
然
た
る
栄
誉

機
関
と
な
っ
た
。

以
上
、
見
て
来
た
よ
う
に
、
日

本
芸
術
院
は
、
日
本
芸
術
の
発
達

に
寄
与
す
る
諸
々
の
活
動
を
行
を

う
機
関
で
あ
り
、
功
績
顕
著
な
芸

術
家
を
優
遇
す
る
た
め
の
栄
誉
機

関
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
同
時
に
、

日
本
芸
術
院
の
設
立
は
、
ね
が
国

の
い
れ
ゆ
る
「
官
展
」

の
歩
み
と

深
い
関
係
を
持
っ
た
も
の
で
あ
っ

た
。と

こ
ろ
で
、
日
本
芸
術
院
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
作
品
は
、
日
本
芸

術
院
賞
授
賞
作
品
を
主
と
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
以
上
の
よ
う
な
日

本
芸
術
院
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、

そ
の
選
考
に
当
っ
て
も
、
お
の
ず

か
ら
、
最
大
公
約
数
的
を
穏
健
中

正
の
立
場
が
基
準
と
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
文
展
時
代
以
来
、
ね
が
国

の
美
術
界
の
中
軸
と
し
て
位
置
し

て
来
た
日
展
も
、
新
旧
各
派
、
あ

る
い
は
在
野
各
派
の
波
に
揉
ま
れ

な
が
ら
、
お
の
ず
か
ら
、
公
約
数

的
、
平
均
値
的
な
自
律
の
基
準
を

保
っ
て
き
て
い
る
。

日
本
芸
術
院
所
蔵
作
品
の
、
大

部
分
が
日
展
出
品
作
品
で
あ
る
事

実
と
と
も
与
本
属
の
意
義
が
、

こ
の
日
本
芸
術
院
の
性
格
に
負
っ

て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

こ
と
で
あ
ろ
う
。

会
期
・
入
場
料

●
会
期

4
月
1
 
9
日
周
-
5
月
1
8
日
㈲

開
館
時
間
は
、
午
前
9
時
̃
午

後
4
時
0
0
分

休
館
日

月
曜
日

●
入
場
料

大
人
三
〇
〇
円
(
二
〇
〇
円
)

大
・
高
生
二
〇
〇
円
(
一
〇
〇

円
)
、
中
・
小
生
一
〇
〇
円
(
五

〇
円
)

(
)
内
は
二
〇
名
以
上
の
団
体

料
金

を
お
、
学
校
団
体
に
つ
い
て
は
、

特
別
の
割
引
制
度
が
あ
り
ま
す
。
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新
収
蔵
作
品
紹
介
(
昭
和
掌
3
月
)

荒
谷
直
之
介
氏
よ
り

「
大
下
藤
次
郎
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
」

常
設

収
蔵
作
品
展

購

入

「
大
下
藤
次
郎
葉
書

介
宛
)
」

(
荒
谷
直
之

鈴
木
啓
子
作
彫
刻
「
寸
的
巾
こ
N
G

-
的
」

石
井
柏
幸
作
水
彩
画
「
晩
春
行
楽

図
」

無
嫁
専
心
溝
「
医
大
尖
煙
突
」

板
倉
弘
子
氏
よ
り

板
倉
鼎
作
洋
画
「
金
魚
と
雲
」

「
裸
婦
」

大下膿次郎「スケッチブック」

常
設
鹿
は
、
本
館
の
収
蔵
作
品

を
広
く
公
開
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
特
に
本
館
で
は
、
近
代
以

降
の
房
総
に
ゆ
か
り
あ
る
美
術
家

の
調
査
・
研
究
を
す
す
め
、
そ
の

作
品
の
収
蔵
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

す
で
に
こ
れ
ま
で
開
催
し
た
常
設

香取秀黄「鳩香炉」

石
井
柏
手
「
晩
春
行
楽
図
」

寄

な
お
、
次
の
資
料
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
お
札
申
し

上
げ
ま
す
。

白
井
三
郎
氏
よ
り

無
線
寺
心
濫
作
水
彩
画
「
医
大
尖

板
倉
鼎
「
金
魚
と
雲
」

千
葉
県
観
光
公
社
理
事
長
岩
井
二

郎
氏
よ
り

浅
見
錦
龍
作
書
「
九
十
九
里
」

●
)

宮
崎
さ
ゆ
り
氏
よ
り

宮
崎
丈
二
作
洋
画
「
風
景
」
、
「
自

画
像
」
、
「
風
景
(
小
笠
原
母
島

に
て
)
」
、
「
風
景
(
信
州
葛
温

泉
に
て
)
」
、
「
風
景
(
秋
田
県

下
川
村
に
て
)
」
、
「
り
ん
ご
と

甘
橘
」
、
「
い
ち
ご
」
、
「
ダ
リ

ア
と
り
ん
ご
」
、
「
冬
の
丘
」
、
「
向

日
葵
」
、
「
り
ん
ご
」
、
「
桃
」
、

「
果
物
」
、
「
柿
」
、
「
猫
(
テ

ィ
コ
)

」
、
「
桃
」
、
「
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
」
、
「
菊
」
、
「
ひ
を
げ

展
の
中
で
、
こ
れ
ら
美
術
家
の
紹

介
と
顕
彰
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
引
き
続
き
こ
れ
ら
美
術
家
を

中
心
に
し
な
が
ら
、
新
収
蔵
作
品

を
加
え
、
日
本
画
・
洋
画
・
彫
塑

・
工
芸
・
書
・
版
画
に
わ
た
る
作

品
を
一
堂
に
展
観
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

展
示
作
家

日
本
画

東
山
魁
夷
、
渡
辺
学
、

岩
崎
巴
人
、
後
藤
紀
男

彫

塑

洋

画

浅
井
息
、
松
岡
寿
、
郡

三塁と

「
風
景
」
、
「
江
古
田
風

「
裸
婦
」
、
「
ア
マ
リ
リ

「
素
描
集
」
十
冊
。

工

芸
書

烏
英
喜
、
石
井
柏
享
、

霜
鳥
之
彦
、
黒
田
重
太

郎
、
原
勝
郎
、
大
久
保

作
次
郎
、
鱈
利
彦
、
林

倭
衛
、
椿
貞
雄
、
三
田

康
、
板
倉
鼎
、
無
縁
専

心
澄
、
篠
崎
輝
夫
、
石

井
武
夫
、
藷
嘔

小
倉
惣
次
郎
、
藤
野
天

光
、
大
須
賀
力
、
郡
司

和
男
、
鈴
木
実

香
取
秀
真
、
香
取
正
彦

大
石
隆
子
、
鈴
木
方
鶴

無
間
轟
太
郎
一
浴
後
」

浅
見
錦
龍

版

画

永
瀬
義
郎
、
浜
口
陽
三

星
製
一
、
池
田
満
芳
夫

期
間
中
に
作
品
の
展
示
替
え
を

行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

会

期

昭
和
五
十
五
年
三
月
二
十
七
日
㈱

-
九
月
七
日
㈲
、
午
前
9
時
̃
午

後
四
時
三
十
分

月
曜
日
休
館
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トピックス

●
つ
き
つ
ぎ
と
名
作
生

ま
れ
る
。

七
宝
焼
講
習
会

昭
和
五
十
四
年
度
最

後
の
実
技
講
習
会
と
し

て
、
去
る
三
月
二
十
六

二
十
七
日
の
二
日
間
、

県
民
ア
ト
リ
エ
の
第
二

●

そ
の
結
果
、
初
心
者
の
方
々
の

手
か
ら
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
名
作
が
生

み
出
さ
れ
、
お
互
い
の
作
品
に
つ

い
て
の
寸
評
に
花
が
咲
い
て
い
た
。

実
技
室
で
開
催
さ
れ
た
。

講
師
の
長
南
光
男
氏
は
、
前
日

か
ら
準
備
の
た
め
来
館
さ
れ
る
と

い
う
力
の
入
れ
よ
う
で
、
当
日
も

白
か
ら
制
作
し
な
が
ら
解
説
さ
れ
、

受
諾
生
一
人
〈
に
気
を
く
ぼ
ら

れ
た
指
導
を
さ
れ
た
。

●
近
代
美
術
の
内
面
に
ふ
れ
て

本
年
度
初
の
講
演
会
開
く

去
る
三
月
一
一
十
六
日
、
読
売
新

聞
編
集
委
員
田
中
穣
氏
を
講
師
に

迎
え
、
特
別
展
「
近
代
日
本
美
術

の
巨
匠
展
」
の
講
演
会
が
開
か
れ

た
。
演
題
を
「
近
代
美
術
の
原
風

景
」
と
し
、
近
代
美
術
と
は
何
か

と
い
う
問
い
か
け
が
毒
さ
れ
た
。

特
に
、
氏
が
読
売
の
日
曜
版
に
執

筆
さ
れ
て
い
る
「
日
本
の
四
季
」

で
取
り
上
げ
ら
れ
た
作
品
を
中
心

に
話
さ
れ
、
深
い
造
詣
が
新
聞
の

解
説
面
に
集
約
さ
れ
る
こ
と
が
理

解
で
き
、
新
ら
た
な
美
術
へ
の
興

味
が
誘
引
さ
れ
、
有
意
義
を
講
演

●

会
で
あ
っ
た
。

伝

言

板

○
玄
関
脇
に
ス
ロ
ー
プ
が
出
来
ま

し
た
。
車
イ
ス
、
う
ば
車
で
来
館

の
際
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
美
術
館
友
の
会
で
は
、
本
年
度

の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ふ

る
っ
て
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

○
学
芸
課
の
機
構
が
少
し
変
わ
り

ま
し
た
。
友
の
会
事
務
は
普
及
室

で
行
い
ま
す
。

O
「
観
潮
台
」
は
、
前
号
に
て
終

了
い
た
し
ま
し
た
。
近
々
、
装
い

も
新
ら
た
に
連
載
記
事
を
掲
載
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

職

員

異

動

昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
付

で
次
の
職
員
の
異
動
が
あ
り
ま

し
た
。

※
退
職
者

市
原
正
夫
(
館
長
)

青
木

了
(
学
芸
課
)

※
転
出
者

大
木

衛

小
野
諒
子

矢
部
書
信

※
転
入
者

(
銚
子
市
立
猿
田
小

学
校
長
)

(
教
育
庁
文
化
課
)

(
都
市
公
社
)

安
増

順
(
副
館
長
)

田
辺
正
憲
(
庶
務
課
技
師
)

高
橋

瑛
(
主
査
)

加
営
利
和
夫
(
副
主
査
)

田
村
潤
子
(
副
主
査
)

鈴
木
喜
久
夫
(
文
化
財
主
事
)

田
抜

海
(
文
化
財
主
事
)

川
島
利
通
(
学
芸
員
)

今
井

博
(
嘱
託
)

袴
田
常
夫
(
嘱
託
)
四
月
十
一
日
付

退
職
、
転
出
者
の
労
を
ね
ぎ

ら
う
と
と
も
に
、
新
し
い
職
員

の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

新
館
長
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

高
橋
在
久

(
た
か
は
し

す

み
ひ
さ
)

昭
和
2
年
宮
津
市

で
生
ま
れ
る
。
昭
和
2
5
年
旧
制

国
学
院
大
学
を
卒
業
後
、
高
校

教
諭
を
経
て
、
昭
和
2
7
年
よ
り

千
葉
県
教
育
委
員
会
に
奉
職
。

文
化
財
保
護
に
従
事
し
て
、
文

化
財
室
長
、
文
化
課
長
補
佐
を

歴
任
。
昭
和
4
5
年
よ
り
4
年
間
、

県
内
初
の
県
立
博
物
館
で
あ
る

県
立
上
総
博
物
館
長
を
勤
め
る
。

同
4
9
年
よ
り
本
館
副
館
長
に
転

じ
、
六
年
間
の
在
任
後
、
本
年

度
よ
り
館
長
に
就
任
し
た
。

専
門
は
、
日
本
民
俗
学
か
ら

日
本
美
術
史
へ
と
幅
広
く
、
特

に
東
京
湾
と
そ
の
周
辺
の
民
俗

文
化
、
日
本
近
代
洋
画
の
先
駆

者
浅
井
思
関
係
の
著
書
、
論
文

が
多
い
。

主
な
著
書
に
は
、
「
房
総
の

民
話
」

(
未
来
社
)
、
「
日
本

民
俗
学
の
視
点
」

(
日
本
書
籍
)

『
江
戸
前
」

(
青
史
社
)
な
ど
、

論
文
に
は
「
浅
井
息
の
フ
ラ
ン

ス
留
学
史
」

(
『
月
刊
文
化
財
」

5
5
年
3
月
)
、
「
近
代
洋
画
の

原
風
景
考
」

(

「
千
葉
県
の
歴

史
」

1
 
9
)
な
ど
多
数
あ
る
。

4

2115月27
3
月62

4
月○

○
▲491

-
」
J26

∩
′
一

来

館

者

三
重
県
教
育
委
員
会

総
務
課
企
画
員
一
名

県
議
会
議
長
他
五
名

松
井
千
葉
市
長

知
事
、
副
知
事
、
川
上

鴨
川
市
教
育
長
、
安
田

館
山
市
教
育
長

読
売
新
聞
社
編
集
委
員

田
中
穣
氏

日

詰

抄

千
葉
県
博
物
館
協
会
編

集
委
員
会

辞
令
交
付

友
の
会
理
事
会
(
監
査

委
員
会
)

特
別
展
「
近
代
日
本
美

術
の
巨
匠
展
」
ォ
ー
プ

千
葉
県
博
物
館
協
会
役

員
会

友
の
会
理
事
会
・
評
議

員
会

諮
満
会
「
近
代
美
術
の

原
風
景
」
講
師
・
田
中

穣
氏

-
5
一
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県
民
ア
ト
リ
エ
の
完
成
に
と
も

な
い
、
本
年
度
は
昨
年
よ
り
五
講

座
ふ
や
し
、
人
語
座
を
計
画
し
て

い
る
。
現
在
募
集
し
て
い
る
講
座

は
い
ず
れ
も
前
期
分
で
左
記
の
と

お
り
で
あ
る
。

(
各
種
静
座
あ
ん
な
い
)

○
洋
画
基
礎
請
座

デ
ッ
サ
ン
か
ら
油
彩
画
に
至
る

過
程
を
学
習
し
、
対
象
の
観
察
・

構
想
に
重
点
を
お
き
、
基
礎
的
を

技
術
を
身
に
つ
け
る
講
座
で
あ
る
。

期
日

5
月
0
0
日
㈹
3
1
日
田

6
月
1
 
3
日
㈱
1
4
日
脚

7
月
2
5
日
㈱
2
6
日
出

8
月
2
2
日
㈹
2
3
日
出

9
月
1
4
日
㈲
1
 
5
日
㈲

.
時
間

午
前
十
時
̃
午
後
四
時

講
師

戸
田
鰹
夫
氏
(
千
葉
大

学
助
教
授
)

募
集
人
員

三
十
名

会
費

無
料
。
(
但
し
、
材
料

費
等
は
自
己
負
担
)

締
切

5
月
1
5
日
㈹

○
洋
画
研
修
諦
座
(
友
の
会
共
催
)

今
回
は
、
基
礎
諦
座
よ
り
も
技

術
面
に
重
点
を
お
い
て
、
技
能
の

向
上
を
目
ざ
す
講
座
で
あ
る
。

期
日

6
月
2
1
日
脚
2
2
日
㈲

7
月
5
日
出
6
日
㈲

9
月
6
日
脚
1
日
脚

9
月
2
0
日
.
㈲
2
1
日
㈲

1
0
月
4
日
田
5
日
㈲

時
間

午
前
十
時
̃
午
後
四
時

諮
師

武
内
和
夫
氏
(
千
葉
大

学
教
授
)

募
集
人
員
二
二
十
名

会
費
一
般
、
四
千
五
百
円

友
の
会
々
貝

四
千
円

締
切

6
月
1
日
脚

○
彫
塑
制
作
講
座

彫
塑
の
素
材
と
し
て
粘
土
を
使

用
し
、
対
象
物
か
ら
受
け
る
感
動

を
固
体
と
し
て
実
ら
せ
、
新
し
い

空
間
に
蘇
生
さ
せ
る
と
い
う
表
現

の
喜
び
を
育
て
る
講
座
を
目
ぎ
し

て
い
る
。

期
日

5
月
2
4
日
㈲
2
5
日
脚

5
月
3
1
日
出
6
月
1
日

6
月
了
日
田
8
日
㈲

午
前
十
時
̃
午
後
四
時

大
須
賀

力
氏
(
日
展

評
議
員
)

募
集
人
員

三
十
名

会
費

無
料
。
(
但
し
、
材
料

費
等
は
自
己
負
担
)

締
切

5
月
1
 
7
日
脚●

デ
ッ
サ
ン
入
門
諮
座

初
心
者
を
対
象
と
し
て
、
形
や

明
暗
の
と
ら
え
方
、
質
感
や
量
感

の
把
握
な
ど
石
膏
像
を
モ
デ
ル
に

し
て
絵
画
表
現
の
基
礎
的
を
学
習

を
目
的
と
し
た
講
座
で
す
。

期
日

9
月
1
0
日
㈹
u
日
㈹

時
間

午
前
十
時
-
午
後
四
時

諮
師

篠
崎
輝
夫
氏
(
日
展
審

査
員
)

募
集
人
員

三
十
名

会
費

無
料
。
(
但
し
、
材
料

費
等
は
自
己
負
担
)

締
切

8
月
2
5
日
㈲

○
て
ん
刻
入
門
講
座

印
材
に
文
字
を
刻
す
る
こ
と
に

ょ
り
、
て
ん
刻
の
技
法
を
知
り
、

作
る
と
同
時
に
使
う
喜
び
を
知
る

講
座
で
あ
る
。

期
日

8
月
0
0
日
田
3
1
日
㈲

時
間

午
前
十
時
̃
午
後
四
時

諮
師

古
川

悟
氏
(
日
展
審

査
員
)
他
一
名
(
依
頼

中
)

募
集
人
員

三
十
名

会
費

無
料
。
(
但
し
、
材
料

費
等
は
自
己
負
担
)

締
切

8
月
2
日
的

○
書
芸
入
門
講
座

期
日

8
日
1
0
日
㈲

時
間

午
後
二
時
̃
四
時

講
師

浅
見
喜
舟
氏
(
県
美
術

会
々
長
)

募
集
人
員

三
十
名

会
費

無
料

締
切

8
月
2
日
出

※
各
講
座
へ
の
申
込
方
法

①
希
望
す
る
講
座
名

②
住
所
、
氏
名
、
年
令

③
電
話
番
号

④
会
員
番
号
(
友
の
会
々
貝
は

必
ず
記
入
く
だ
さ
い
)

⑤
宛
先
と
問
い
合
わ
せ
先

千
葉
市
中
央
港
一
の
十
の
一

干
葉
県
立
美
術
館
内

普
及
室
研
修
班
宛

電
話

〇
四
七
二
的
八
三
一

一
・
内
線
二
九
番
、
三
十
番

※
期
日
に
つ
い
て
は
、
一
部
変
更

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▲
[
曾
l
寄
場
▲
罵
▼
▲
鱈
子
6
p
:
聾
曹
・
貞
義
▼
亀
醤
9
Å
聾
9

県
民
ア
ト
リ
エ
で
は
、
こ
の
実

技
講
座
の
外
に
、
情
報
資
料
室
と

し
て
図
書
の
閲
覧
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
を
り
ま
す
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
只
今
準
備
を
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
開
設
次
第
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
従
来
よ
り
実
施
し
て
釆

ま
し
た
講
演
会
、
美
術
を
語
る
会

を
ど
は
、
県
民
ア
ト
リ
エ
内
の
諮

堂
、
あ
る
い
は
研
修
室
に
て
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

●

団

体

展

(
5
月
̃
了
月
)

▽
二
科
千
葉
支
部
展

5
・
2
7
̃
6
・
1

無
料

▽
二
紀
会
千
葉
支
部
展

5
・
2
7
̃
6
・
1

無
料

▽
墨
の
県
展

6
.
3
̃
6
・
8
.

無
料

▽
第
1
回
千
葉
美
術
展

6
・
3
̃
6
・
1
 
5

無
料

▽
千
葉
一
陽
会
展

6
・
的
̃
6
・
1
 
5

無
料

▽
千
葉
県
書
道
協
会
展

6
・
1
0
̃
6
・
1
5

無
料

▽
第
3
回
千
葉
新
芸
術
展

6
・
1
7
̃
6
・
2
2

無
料

▽
表
美
展

6
●
1
 
7
̃
6
●
2
 
2

無
料
一

▽
第
8
園
子
葉
書
壇
秀
抜
屡

6
・
2
4
-
6
・
2
9

無
料

▽
第
8
回
千
葉
市
水
墨
画
同
好
会

連
合
会
展

7
・
1
̃
1
・
6

無
料

▽
扇
面
展

7
・
8
-
1
・
1
3

無
料

▽
第
4
回
千
葉
美
術
シ
ン
ポ
ジ
ユ

ウ
ム
位
青
枢
展

7
・
8
̃
了
・
2
0

無
料

▽
千
葉
盲
学
校
陶
芸
展

7
・
1
5
̃
了
・
2
7

無
料

▽
三
軌
会
千
葉
展

了
・
2
2
̃
了
・
2
7

無
料


